
知ったつもりでも

観音橋と大沼小唄

昭和初期か？

大沼国定公園

　では、一体誰がこの観音橋を架けたのか。そ
れは、明治36年に紅葉館という大旅館を開業
した宮川勇だと千葉氏は記している。宮川は東
大島と西大島を庭園として、東大島に擬宝珠欄
干のある紅葉橋をかけ、さらに東大島から観音
島へは観音橋を架け、観音像を置いたのだと。
当初地域や個人で設置管理していた橋などが、
大正10年ごろから、北海道立公園として行政
側の管理となってからは、修理や維持費の関係
からか、立派な意匠を凝らした紅葉橋は、ただ
の土橋へとかわり、観音橋に至っては今や跡形
もないという。なるほど、大沼観光事典にプ
ロットされていなかったのは、そういう事情
だったのだろう。観音堂についても、明治から
昭和初期にかけて盛隆した大沼の三十三観音巡
りのために、安置した観音様のひとつだったの
かもしれないが、現在、そのほとんどは昭和寺
境内へ遷されたという。
　あらたな事を知る喜びと、知った気になって
いた自分の驕りを反省させられた一枚である。
　ところで、ほかにも一枚気になる絵葉書が
あった。それには大沼の湖面の写真とともに
「おぼろ月夜の大沼小沼　うるむ想いの浮寝島
恋のかけ橋　そぞろに行けば　何か気になる
とても気になる　鬼柳（２番省略）」という大
沼小唄が綴られていた。こちらは存在は知って
いたが、いまだに旋律は知らずのままである。
　

　知ったつもりでも、知らない事は多い。古い
絵葉書を整理していた時のこと、これはあそこ
だな。とか、昔はこんな建物があったのか。な
どと確認していたのだが、ふと、この写真の上
部に記された「北海道大沼公園 観音橋」の赤
文字が目に留まった。右奥に写る駒ヶ岳の裾野
と、大沼に浮かぶ島々が橋で繋がれていること
から、現在の東大島あたりの景色だろうが、観
音橋の記憶が蘇らない。よく耳にしそうな名だ
が、そんな橋があったのかと、虫眼鏡を手に見
直した。構図的に観音橋は、左側中央部にあ
る、ゆるやかな弧を描いている橋なのだろう。
　さっそく観音橋について調べてみたが、大沼
観光協会発行の『NANAE大沼【大沼観光事
典】』には、大沼の橋のリストに名が連ねられ
ているが、地図上にプロットされておらず（私
の探し方が悪いのかもしれないが）、場所まで
はわからなかったが、千葉昇氏が執筆した『北
海道大沼公園昔語り』に観音島の話として詳し
いことが綴られていた。
　要約すると、西大島から東大島をわたってい
る時に右手に浮かぶ小さな小島があり、千葉氏
が子どもの頃（ちなみに千葉氏は大正5年生ま
れ）は、ここに小さなお堂があり、東大島から
可愛らしい反り橋がかかっていたという。この
小さな島が観音島で、お堂は観音堂と呼んでい
たそうだ。
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この日のジュニア探検クラブは、駒ケ岳登
山を予定していたのですが、さぁ、行く
ぞ！というタイミングで、激しい雨が…。
そのため、函館市の熱帯植物園や、香雪
園、北洋資料館、そして北斗市郷土資料館
を見学しました。自分の背丈ほどもある大
きな葉に驚き、岩船邸ではガラスの歪みに
時代の古さを知り、北洋航海体験室では、
船の揺れの大きさを体感し、北斗市では、
自分の好きな資料を見つけたりと、充実し
た時を過ごしました。
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ミュージアムグッズに魅かれる。展示を見たあとの
お楽しみとして、立ち寄る人の中には、それを目的
のひとつにしていることもあるだろう。歴史館で
も、ミュージアムショップはありますか？、という
お電話をいただくことが、少ないがある。展示内容
に合わせたグッズは、文房具だったり、食べもの
だったり、衣類もある。なにか特別なものでなくて
も、スーベニールとしてのグッズを近い未来、当館
でも制作できたらいいなぁ、と思っている。

　編集後記　～tawagoto～
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時折、お問い合わせがある、「成墾記念
碑」。明治28年、札幌農学校で実習地を求
めていた折に、入船重太郎が所有していた
土地を提供し、札幌農学校第七農場が、こ
こに誕生します。開墾が完了し、大正4年
に記念碑を建立しました。表面に書かれて
いる「務茲稼穡（むしかしょく）」は、中
国の梁（りょう）の時代に、武帝が周興嗣
（しゅうこうし）に命じて作らせた、文字
習得のための教材「千字文」のひとつ。作
物を植えては取り入れに務めるの意です。
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9月の予定
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「南北海道の古環境を知る」をテーマに講
師としてお迎えしたのは、北海道教育大学
名誉教授の紀藤典夫氏。最近100万年前の
気温や海水準の変化のはなしを皮切りに、
駒ケ岳の噴火の歴史は、32,000年前の駒
ケ岳の地層に含まれる化石から、どんな植
物があったか、また、氷河時代に、青森と
渡島半島は、最も近いところで、１㎞しか
離れていなかったという、現在と比較する
と、興味深いお話が多岐にわたりました。
お話を聞き、深く考え、知って、確かなも
のへと変わる。夜の博物館の時間は、きっ
とだれかのお役にたてる時間です。
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半自動噴霧器

＜２０２５．7＞

町内の果樹園で使
われていた噴霧器。
Ｔ字のハンドルを数
回押し、圧力をかけ
て使用します。薬剤
の防除は大正の初
めから推奨されまし
た。


